
     

最
後
の
謝
恩
会 

本
連
載
の
第
十
三
回
・
第
十
四
回
に
続
き
、
日
本

初
の
文
化
系
・
地
域
部
活
動
の
六
年
間
を
綴
る
「
あ

り
が
と
う
！
パ
レ
ỿ
ト
」
の
後
編
、
そ
の
最
後
を
締

め
く
く
る
謝
恩
会
を
二
〇
二
四
年
三
月
二
八
日
に

開
催
。
四
期
生
か
ら
六
期
生
ま
で
の
中
学
生
・
現
役

部
員
一
九
名
、一
期
生
か
ら
三
期
生
ま
で
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｇ
二
一
名
、
総
勢
四
〇
名
が
出
席
。
欠
席
者
も
出
欠

フ
Ỿ
ổ
ム
に
書
き
込
ま
れ
た
メ
ỿ
セ
ổ
ジ
を
司
会

が
代
読
す
る
形
で
実
施
。現
役
の
中
学
生
も
半
年
ぶ

り
の
再
会
、Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
に
至
ỵ
て
は
更
に
久
し
ぶ
り 

 

    の
再
会
に
み
ん
な
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。当
日

配
布
し
た
記
念
リ
ổ
フ
レ
ỿ
ト
の
見
開
き
ペ
ổ
ジ

に
は
、一
期
生
か
ら
六
期
生
ま
で
全
員
の
イ
ラ
ス
ト

や
顔
写
真
で
円
形
組
織
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

              

部
員
固
有
の
番
号
制
を
採
用 

リ
ổ
フ
レ
ỿ
ト
裏
面
に
は
部
員
ナ
ン
バ
ổ
と
フ

Ỻ
ổ
ス
ト
ネ
ổ
ム
を
一
覧
に
し
て
、途
中
退
部
や
他

の
ク
ラ
ブ
に
移
籍
し
た
メ
ン
バ
ổ
全
員
を
記
載
。 

パ
レ
ỿ
ト
で
は
入
部
の
際
、部
員
ひ
と
り
ひ
と
り

に
自
由
に
選
択
可
能
な
固
有
の
番
号
制
を
採
用(
希

望
が
競
合
す
る
場
合
は
抽
選
)、
ユ
ニ
フ
Ỿ
ổ
ム
の

Ｔ
シ
ἀ
ツ
の
右
肩
に
は
固
有
の
番
号
と
フ
Ỻ
ổ
ス

ト
ネ
ổ
ム
と
何
期
生
か
を
刻
印
し
て
い
ま
す
。 

生
徒
が
自
主
的
・
主
体
的
に
参
加
す
る
部
活
動
は
、

本
来
「
加
入
と
離
脱
の
自
由
」
が
保
障
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
退
部
や
移
籍
は
自
由
、
活
動
期
間

の
⾧
さ
に
関
係
な
く
、共
に
過
ご
し
た
時
間
と
関
係

性
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。固
有
番
号
制

(
全
員
永
久
欠
番
制
)
を
と
ỵ
た
の
は
、
パ
レ
ỿ
ト

に
参
加
し
た
一
人
一
人
の
存
在
を
、後
か
ら
上
書
き

し
て
消
去
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。部
員
の

誰
も
が
大
切
で
、か
け
が
え
の
な
い
価
値
あ
る
存
在

と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。 

 

地
域
ク
ラ
ブ
制
度
の
本
格
化
と
部
員
の
減
少 

二
〇
二
二
Ộ
二
〇
二
三
年
度
の
二
年
間
の
活
動

に
つ
い
て
は
、
本
連
載
の
第
二
回
・
第
三
回
で
二
〇

部
活
動
改
革
と
心
田
開
発 

第
十
五
回 

Ộ 
あ
り
が
と
う
！ 

パ
レ
ỿ
ト
(
後
編 2022-2023

)
Ộ  

齊
藤 

勇 

2024 年 3 月 28 日 最後の謝恩会 
記念リーフレットの表紙 

記念リーフレットの見開きページ 現役生と OBOG が一つの円を描く 



二
二
年
度
、
第
四
回
・
第
六
回
で
二
〇
二
三
年
度
の

活
動
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。特
に
第
六
回
の
中
で
、

地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
展
開
が
部
員
激
減
に
つ
な
が
ỵ

て
い
ỵ
た
経
緯
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
ま
す
。二
年
間

の
詳
細
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
、最
後
の
謝
恩
会

で
現
役
部
員
と
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が
語
ỵ
た
メ
ỿ
セ
ổ
ジ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

現
役
部
員
と
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
メ
勏
セ
勖
ジ 

『(
学
校
部
活
で
)
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
な

く
て
入
ỵ
た
け
ど
、普
通
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
た

く
さ
ん
で
き
て
貴
重
な

経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

一
緒
に
楽
ん
で
活
動
し

て
く
れ
る
仲
間
が
見
つ

か
ỵ
て
本
当
に
楽
し
か

ỵ
た
で
す
。』(
現
役
部

員
、
四
期
生
・
中
三
) 

『
パ
レ
ỿ
ト
の
時
は
(
齊
藤
さ
ん
が
)
い
ろ
い
ろ
な

企
画
を
持
ỵ
て
き
て
く
れ
て
、私
た
ち
は
そ
こ
に
乗

ỵ
か
る
こ
と
が
多
か
ỵ
た
け
ど
、今
度
か
ら
そ
う
い

う
機
会
は
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、社
会
に
は

様
々
な
機
会
が
あ
る
の
で
、
自
分
で
調
べ
て
み
て
、

自
分
か
ら
掴
み
取
り
に
い
ỵ
て
積
極
的
に
参
加
す

る
こ
と
も
大
事
な
ん
じ
Ỷ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。私

も
中
学
生
の
時
に
好
き
な
こ
と
が
で
き
た
パ
レ
ỿ

ト
が
あ
ỵ
て
良
か
ỵ
た
し
、(
皆
さ
ん
も
)
パ
レ
ỿ

ト
で
の
思
い
出
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
ほ
し

い
で
す
。』(
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
、
一
期
生
・
高
三
) 

 
み
ん
な
入
部
あ
り
が
と
う
！ 

 

二
〇
一
八
年
創
部
時
、当
時
一
年
生
の
み
で
行
ỵ

た
歓
迎
行
事
で
掲
げ
た
文
字
カ
ổ
ド
を
、今
回
現
役

部
員
た
ち
が
持
ỵ
て
、
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
影
。

最
後
に
司
会
の
一
期
生
二
名
の
言
葉
に
続
き
、み
ん

な
で
三
回
『
あ
り
が
と
う
！
』
を
声
に
し
て
六
年
間

の
歴
史
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。(
下
段
に
記
載
) 

一
人
一
人
の
個
性
が
輝
い
た
唯
一
無
二
の
地
域

部
活
。
徳
を
以
ỵ
て
徳
に
報
い
る
、
一
人
一
人
が
持

つ
徳
に
、心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
言
葉
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。『
あ
り
が
と
う
！
』 

 

 

現役部員メッセージ 
Palette 4 期生（中 3、新・高 1） 

ＯＢＯＧメッセージ 
Palette 1 期生（高 3、新・大 1） 

「地域部活 皆で入部 ありがとう」を掲げて歌う Palette 1 期生 
2018 年 5 月 12 日、お互いを歓迎した Welcome Party にて 

（掛川市美感ホール） 

6 年前の文字カード「地域部活 皆で入部 ありがとう」を掲げて、現役部員＆OBOG 全員で撮影 
2024 年 3 月 28 日 最後の謝恩会 ありがとう！Palette（掛川市生涯学習センター・第 4 会議室） 

Palette に入部してくれて 
ありがとう！ 

 
一緒に過ごした仲間に 

ありがとう！ 
 

みんなで創った Palette に 
ありがとう！ 


